
平成１８年度 国立赤城青少年交流の家 企画事業

事 業 名 期 間 対 象 事業のねらい

4.28（金） 教職員・青少年 他人や自己の「気づき」を青少年が体験的・効果的に学

指導者のためのプロジェクト ～ 教育施設職員・青
２0 ２１

ぶための手法であるプロジェクトアドベンチャーを，学
1

アドベンチャーセミナー 4.30（日） 少年団体指導者・ 校教育・青少年教育・地域活動等の指導者が体験し，指

地域リーダー等 導者としての資質を向上させる。

ボランティア活動に関心を持っている社会人・学生・高

5.27（土）
社会人・学生

校生等を対象に，ボランティアの意識や課題を認識する

2 あかぎボランティアセミナー ～
高校生

40 ６３ とともに，社会教育施設におけるボランティアの実践体

5.28（日） 験や情報交換及び事業の企画・立案実習等を通じてボラ

ンティア活動の充実を図る。

6.3（土）
環境や自然のしくみが楽しみながら分かるプログラム体

3 「環境の日」から始めよう ～
社会人・学生

30 3１
験や「地球にやさしい」暮らし方を知ることをとおして，

6.4（日）
高校生 漠然とした認識が日常生活や活動現場での実践につなが

るよう支援する。

演劇コラボレーション
6.24（土）

社会人・学生
自分の思いをどのように表現すればよいか分からない青

4
ワークショップ

～
高校生

50 ６３ 年に，演劇を切り口にお互いに刺激し合う機会を設け，

6.25（日） 自己実現するためのきっかけとなるようにする。

8.21（月） 群馬県立高等学 高校生を対象に，国際化に対応したプログラムを体験す

5 国際サマーキャンプ ～ 校生徒及び教員 ９0 ９５ る宿泊研修を実施し，参加者同士やA.L.T.との交流を深

8.24（木） A.L.T. め異文化理解・国際理解教育の推進を図る。

9.16（土）
１親子・高齢者

30 38
障害児親子・健常児親子・悩みを抱える青年等が,とも

①ユニバーサルキャンプ
～

引率者 に野外体験活動プログラムを楽しみながら，「気づき」

～われら あったかぞく～
9.17（日

） ２社会人・学生
30 46

を大切に共同生活をする。ボランティアは福祉について

高校生 の知識・技術・心構えを身につける。

9.2（土）
ボランティア活動に関心を持っている社会人・学生・高

6 ②ユニバーサルキャンプ
～

社会人・学生
30 3７

校生等を対象に，企画事業「ユニバーサルキャンプ」の

ボランティア事前研修会
9.3（日）

高校生 企画・立案・準備等を通じて，福祉ボランティアについ

ての知識・技術・心構えを身につける。

9.17（日）
ボランティア活動に関心を持っている社会人・学生・高

③ユニバーサルキャンプ
～

社会人・学生
30 3８

校生等を対象に，「ユニバーサルキャンプ」の評価やふ

ボランティア事後研修会
9.18（月）

高校生 りかえりを通じて，福祉ボランティアについての知識・

技術・心構えを身につける。

複雑化する社会環境の中で育つ青少 年のコミュニケーシ

コミュニケーション 10.21（土）
社会人・学生

ョン手段において，欠くことのできない「ことば」 の様

7 ワークショップ ～
高校生

３0 ３0 々な表現方法や伝達の手法を体 験学習法を軸にして学び，

～「ことば」の達人に学ぶ～ 10.22（日） コミュニケーショントレーニングの機会を提 供すること

で青少年の健全育成に資する。

自分の夢の実現へのアプローチの仕方が分からない青年

夢実現セミナー 11.18（土）
社会人・学生

に，仕事を切り口に様々な人と出会い，刺激し合う機会

8 ～社会人としてのスタートを ～
高校生

30 ３６ を設け，自己実現するためのきっかけとなるようにする。

応援します～ 11.19（日） また，社会人として独立するために必要なことなどを把

握する機会とする。

2.10（土）
社会人・学生

関東近辺の，環境教育や自然体験活動のリーダー及びそ

9 環境教育関東ミーティング ～
高校生

100 128 れらに関心を有する人々が一堂に会して，学び・情報・

2.12（月） 具体的な行動計画などを共有化する機会を提供する。

3.2（金）
他人や自己の「気づき」を体験的・効果的に学ぶための

10
プロジェクトアドベンチャー

～
社会人・学生

20 ２6
手法であるプロジェクトアドベンチャーを体験する機会

体験セミナー
3.4（土）

高校生 を提供することで，青少年の「心の教育」の推進に資す

る。

平成１９年３月１０日現在

募集

人数

参加

人数


